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生命を救うための方法

今月の表紙

　水の恐さと大切さ、そして人の支
援、援助のありがたさをしみじみと感
じた今回の災害。これから私たちは
何をすべきかを大いに考えさせられ
た災害となりました。
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町長の独白

上島町長　宮脇　馨

　阪神淡路や東日本大震災などを体験した人たちの残した
言葉の中に共通していることがいくつかあります。なかで
も、自分自身の生命を確保できた原因として、地域のコミ
ュニティーをあげる人が多くいます。
　そこに書かれている内容を読めば読むほど、その地域社
会との係わりの深さが生死を分けた場合が多くなっている
ようです。もちろん、直接被災時のみならず、復興過程に
おいても、その状況は同じようです。
　普段の日常生活では気づかなかった人と人との関係性
が、非常事態において鮮明化されたと言った方がいいのか
もしれません。意識するしないにかかわらず大切な人とは
誰か、自分がどんな人たちに囲まれて生かされていたの
か、、、小さな地域社会の一員としての自分の姿が初めて明
確になるのです。脚下照顧ということなのでしょうか。
　生命の尊さ、人生のこの一分一秒の過ごし方、健康や食
べ物への感謝、そういった自分が生かされている地域社会
への感謝、、、そんな諸々をじっくりと考え直すことにつな
がっていくそうです。
　そうしてその後には、自分の生命を護るためには、まさ
かの時に救ってくれるみんなを護らないと、ということに
気が付くそうです。あなたの周りにあなたを助けてくれる
人がどのくらいいるのでしょうか。胸に手を当ててゆっく
り考えてみてください。また、逆にあなたがこの人だけは
どうしても助けたいと思う人がどのくらいいるのでしょう

か。こう考えてくると地域の中の自分の存在感が見えてく
るのではないでしょうか。
　いまこの地球上に 78億人の人間が暮らしています。そ
れでもたった６人を辿っていけば必ず誰か知り合いに辿り
着くそうです。
　自分にとって大切な人、その人から見て自分は大切な
人になっているのでしょうか。スマホや SNSだけではな
く、顔と顔を突き合わせて信頼できる相手どれだけいるの
か、、、、密かに自問しています。
(追記 )
　今回の豪雨災害に際し、全国各地からいろいろな形での
温かいご支援をいただきました。みなさま、本当にありが
とうございました。
　お陰様で７月１７日に断水をほぼ解消することができま
した。蛇口を捻ればいつでも水が出るという当たり前のよ
うな生活が、これほど多くの人たちに支えられていたこと、
また、それらが天災の前にはいとも簡単に打ち砕かれると
いう現実を改めて思い知らされました。
　しかし、わたしたち上島町民のことを、こんなにたくさ
んの方々が応援してくださるという胸が熱くなる現実もし
っかりと心に刻みたいと思います。みなさんからのご支援
をバネに元気なまちづくりに励みます。
　今回の試練に自助、共助の精神をもって乗り切られた町
民の皆さまに敬意をはらうとともに深く感謝いたします。
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